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柏駅西口本通りまちづくりガイドラインの対象エリア

　西口本通りは、柏セントラル※において先発である東口が商業中心のまちづくりを行っていたた

め、業務系を志向した建物整備を行った経緯があります。主に昭和50年代～平成初期に新築され

たビル群が多く、これからの数年～20年以内に建て替え期を迎えることになります。

　その際に、各々が好きな方向を向いて建て替えを進め、ビルの中身もバラバラになっていった場

合、エリアとしての価値が下がっていく可能性があります。

　本ガイドラインは、エリア（ストリート沿い）の価値を維持向上させるために、エリア内の地権者で

目指すべき方向を共有し、テナント誘致や建て替え、ビル運営に関する必要なルールを共有するこ

とを目的としています。

※柏セントラル：一般社団法人柏アーバンデザインセンター（UDC2）が2018年7月に定めた「柏セントラルグ
ランドデザインー柏駅周辺基本構想ー」において定義した範囲。柏駅から半径500ｍ程度の、
人が問題なく歩けるであろう範囲のこと。

背景と目的

　柏駅西口本通りは、地権者をはじめ関係各位のご尽力

により、業務用ビルを中心とした沿道整備が進み、統一感

のある落ち着いた街並みが形成されています。私たちは、

この健全で美しい街並みを維持・向上させることと、利用

者が安全に、安心してすごせる通りとなることの２つをま

ちづくりの目標に協議会を立ち上げ、活動しております。

　一方で、少子高齢化の進展、コロナ禍以降の新しいラ

イフスタイル等の環境変化もあり、従来のように、各々が

独自にテナント募集や外観の変更を行うと、落ち着いた

街並みが崩れ、エリアとして不動産価値の低下を招き、ま

た魅力を失ってしまう恐れがあります。

　そこで、「自分たちの街並みは自分たちで守る」の考え

方のもと目指すべき方向を共有し、ビル運営に関する必要なルールを自主的に定め、エリアの魅力・

価値を向上させるために本ガイドラインを策定いたしました。地権者の皆さまのご協力により、魅力

的な柏駅西口本通りを目指してまいりましょう。
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　「まちづくりガイドライン」とは、まちの魅力を未来に向けて発展させていくためのものです。現状の良い
物を守り続けるための様々なルール、まちの風紀が乱れていかないような規制、まちとの望ましい関わり
方などをとりまとめています。

　ただし、これらはあくまでも任意の目標なので守らないと罰則、というような強制力があるものではあ
りません。これはUDC2が策定しているグランドデザイン等のビジョンも同様です。つまり、これらは関係
者の間で共有される善意に基づく努力目標になります。

　まちづくりは、土地・建物をお持ちの皆さまや、テナントとして入居している（入居を考えている）皆さま、
実際にまちを利用する皆さまなど多様な方々が関わり合うものです。本ガイドラインは任意の目標にはな
りますが、関わり合う方々がしっかりとルールを守り・育てていただくことにより相互に影響を及ぼしなが
ら、まち全体の価値が向上していくことを期待します。

　なお、本ガイドラインでは、未来の西口本通りに特に必要だと考える内容については　　　と記載して
います。　　　事項については皆さまのご協力を強くお願いするものになります。

　ご不明点がありましたら、柏駅西口本通りまちづくり協議会までお問合せください。

5

まちづくりガイドラインについて
　一般社団法人柏アーバンデザインセンター（UDC2）が2018年7月に定めた「柏セントラルグランドデザ
インー柏駅周辺基本構想ー」において、当エリアは「シンボルストリート」として「沿道のにぎわい、パブリッ
クスペース、緑などの連続化を目指し、通りごとの魅力を創出するストリート」と位置付けられています。
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健全で美しい街並みの保全

具体的なルール

望ましくない用途の規制をしたり、美しい景観の維持・向上などを
目指します。

7

用途（業種）について

風俗系用途の規制

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法
律第２条第１項及び第６項から第11項に定めるもの
（キャバクラやホストクラブ、漫画喫茶、ゲームセン
ター、パチンコ店、性風俗特殊営業など）、および
ガールズバーやボーイズバーは止めましょう。
※当面の間、同条第１項第４号のうち麻雀店は規制対象外とします。

まちづくりの目標 具体的なルールについて

遵守

にぎわい系用途の誘致

１・２階（路面テナントスペース）は、物販、飲食、サー
ビス、業務などの「にぎわい用途※」や、開放的で公
共性のある用途としましょう。
※にぎわい用途の定義：物販、サービス等の店舗、飲食店（夜だけ
の営業の店は除く）、ショールーム、旅行業、銀行などの窓口業務
を主とする施設、病院、公共施設、文化施設、ホテルなどの用途

遵守

千葉県風俗案内業の規制に関する条例第２条に定
めるもの（無料案内所など）は止めましょう。

遵守

西口本通りは、将来に向かっても、柏セント
ラルの他エリア・ゾーンとすみ分けを図るう
えでも、例えば「目的をもって訪れるスト
リート」として、業務＆教育＆居住系（駅前
ロータリーに近接するゾーンはプラス商業
施設）などを中心にしたビル建替えを念頭
にしたまちづくりのコンセプトを共有するこ
とも一案です。

6

１

PO INT

　西口本通りは大きく以下の２点をまちづくりの目標として掲げます。

　地権者の方 ・々テナントの方々が協力をし、これらの実現をすることにより、西口本通りがより良いスト
リートになることを目指しましょう。

1

利用者が安全・安心に過ごせる通りの創出
西口本通りを訪れる利用者が安全・安心できるような治安の向上
や、物理的な安全・安心であるユニバーサルデザインの推進、
ちょっと一休みできるような憩いの場作りなどを目指します。

2

用途（業種）について

▶▶7頁
●風俗系用途の規制
●にぎわい系用途の誘致

１
外構部・通り（沿道空間）との
接続について

▶▶9頁

●バリアフリー化
●まちの共用部の創出　●みどり
●建築設備等の修景

3

広告物や看板等について

▶▶10頁
●色調　●屋上広告物
●看板

4

テナント営業について

▶▶11頁
●素敵な軒先の演出
●マナー・モラルの向上

5

建物の外装デザインや
構造について

▶▶8頁

●建物の配置
●建物の色調
●建物の意匠

2



健全で美しい街並みの保全

具体的なルール

望ましくない用途の規制をしたり、美しい景観の維持・向上などを
目指します。

7

用途（業種）について

風俗系用途の規制

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法
律第２条第１項及び第６項から第11項に定めるもの
（キャバクラやホストクラブ、漫画喫茶、ゲームセン
ター、パチンコ店、性風俗特殊営業など）、および
ガールズバーやボーイズバーは止めましょう。
※当面の間、同条第１項第４号のうち麻雀店は規制対象外とします。

まちづくりの目標 具体的なルールについて

遵守

にぎわい系用途の誘致

１・２階（路面テナントスペース）は、物販、飲食、サー
ビス、業務などの「にぎわい用途※」や、開放的で公
共性のある用途としましょう。
※にぎわい用途の定義：物販、サービス等の店舗、飲食店（夜だけ
の営業の店は除く）、ショールーム、旅行業、銀行などの窓口業務
を主とする施設、病院、公共施設、文化施設、ホテルなどの用途

遵守

千葉県風俗案内業の規制に関する条例第２条に定
めるもの（無料案内所など）は止めましょう。

遵守

西口本通りは、将来に向かっても、柏セント
ラルの他エリア・ゾーンとすみ分けを図るう
えでも、例えば「目的をもって訪れるスト
リート」として、業務＆教育＆居住系（駅前
ロータリーに近接するゾーンはプラス商業
施設）などを中心にしたビル建替えを念頭
にしたまちづくりのコンセプトを共有するこ
とも一案です。

6

１

PO INT

　西口本通りは大きく以下の２点をまちづくりの目標として掲げます。

　地権者の方 ・々テナントの方々が協力をし、これらの実現をすることにより、西口本通りがより良いスト
リートになることを目指しましょう。

1

利用者が安全・安心に過ごせる通りの創出
西口本通りを訪れる利用者が安全・安心できるような治安の向上
や、物理的な安全・安心であるユニバーサルデザインの推進、
ちょっと一休みできるような憩いの場作りなどを目指します。

2

用途（業種）について

▶▶7頁
●風俗系用途の規制
●にぎわい系用途の誘致

１
外構部・通り（沿道空間）との
接続について

▶▶9頁

●バリアフリー化
●まちの共用部の創出　●みどり
●建築設備等の修景

3

広告物や看板等について

▶▶10頁
●色調　●屋上広告物
●看板

4

テナント営業について

▶▶11頁
●素敵な軒先の演出
●マナー・モラルの向上

5

建物の外装デザインや
構造について

▶▶8頁

●建物の配置
●建物の色調
●建物の意匠

2



98

建物の外装デザインや構造について

建物の配置

現状の歩道は狭いため、低層部を壁面後退すること
により、歩行者空間を広げると共に、雨に濡れない
パッサージュを設けましょう。

可能であれば、建築物全体を道路境界から後退させ
て配置しましょう。

建物の色調

建物の意匠

建築物の圧迫感を軽減させるため、建物の壁面を低
層部と高層部で凹凸、素材、色彩などにより分節化
または区分するよう努めましょう。

建築物の屋根および外壁は、周囲との調和に配慮し
ましょう。刺激的な色彩または装飾は用いないもの
としましょう。

遵守

2

通りに対して閉鎖的にならないように、建物の低層
部のしつらえは、店の個性が街の個性となるよう
に、１～２階のしつらえは工夫しましょう（ガラスの出
入り口、ショーウインドウなど）。また、シャッターは
パイプシャッターなどの透過性の高いものとするよ
う努めましょう。

遵守

外構部・通り（沿道空間）との接続について

バリアフリー化

建物は出入り口や通路など、不要な段差が無いよう
に努める。特に、歩道と店舗の出入り口は、バリアフ
リー化を図り、通りと民有地が一体となった整備をし
ましょう。

まちの共用部の創出

みどり

道路に面するみどりの連続を意識しましょう。また、
壁面やベランダ・バルコニーは、鉢植え・プランター
を設置する等、みどりの確保に努めましょう。

建築設備等の修景

人々が様々な活動を行うことができ、人と人がつな
がるパブリックスペースとして「まちの共用部※」の
創出に努め、居心地の良い街にして豊かなシーンが
増えるよう努めましょう。
※柏セントラル駅まちビジョンp9を参照

遵守

3

建築設備（受水槽、電気機械室、高架水槽、クーリン
グタワー、排気設備、室外機等）は、通りからの景観
に配慮した位置に設置、または修景（緑化・ルーバー
等）を施すように努めましょう。

遵守

具体的なルールについて
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広告物や看板等について

色調

彩度を落とした色調にすることにより、落ち着いて
品のある景観を目指しましょう。
また、輝度の高い電飾や点滅を繰り返すもの、動き
のある電光掲示等は避けましょう。

屋上広告物

看板

屋上広告物は建物本体の壁面と一体にし、壁面上部
に箱文字で表示することにより、屋上はすっきりとし
たデザインにしましょう。

遵守遵守

4

独立看板および袖看板は、建物や敷地ごとに一か所
に集約しましょう。時には、地色と文字の色を反転さ
せることで高彩度色の使用を最小限に抑え、周辺景
観との調和を目指しましょう。

写真の事例は、ガラスのカーテンウォールが大半を
占める壁面において、各テナントの広告物の大きさ
と地色を建物の基調色の一つである白色系の色彩
で統一し、集合化させることで、建物のデザインを損
なうことなく表示しています。

置き看板は、歩行者の妨げにならないよう、敷地内
に置くこととし、周囲の街並みとの調和に配慮し、必
要最低限の数、大きさとしましょう。

遵守

テナント営業について

素敵な軒先の創出

店舗前面は、商品陳列やベンチを置くなど、積極的
ににぎわいの演出を図りましょう。その際、道路上に
什器がはみ出ないよう気を付けましょう。
また、通りからごみや集配物（おしぼり、ビールケース
等）が見えないようにし、軒先をキレイにしましょう。

マナー・モラルの向上

＜駐輪＞
通りにはみ出さないよう、駐輪マナーの啓発に努め
ましょう。

＜治安の向上＞
呼び込みの禁止、深夜営業の時間の厳守化。

内部から漏れてくる明かりで、閉店時においても通
りに対して、楽しい雰囲気を演出するために、なるべ
く夜間はショーケースや店内の一部の照明は消さな
いように配慮しましょう。

5

柏市産業振興基本条例に基づき、商店会に加入し、
商店会活動に積極的に参加しましょう。

具体的なルールについて
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